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■ 

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正

　

消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
る
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

■ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

　

現
委
員
佐
々
木
守
善
氏
の
任

期
が
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た

め
、
後
任
の
委
員
に
同
氏
を
再

推
薦
す
る
も
の
。

■
字
の
区
域
の
変
更

　

宮
野
沢
地
区
の
国
有
林
野
の

一
部
を
桐
ノ
木
開
畑
組
合
が
農

■ 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
条
例
の
一
部
改
正

　

小
学
校
児
童
が
安
心
し
て
豊

か
な
放
課
後
の
時
間
を
過
ご
せ

る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
対
象

児
童
を
現
行
の
三
年
生
ま
で
か

ら
六
年
生
ま
で
に
改
め
る
も
の
。

■
税
条
例
の
一
部
改
正

■ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
及
び
施
行

規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条

文
を
整
備
す
る
も
の
。

■ 

税
外
諸
収
入
滞
納
金
督
促

手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

■ 

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
■ 

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
■ 

若
者
定
住
住
宅
条
例
の
一

部
改
正

■ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例

の
一
部
改
正

■ 

道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
延
滞
金
等
の
割
合
の
見
直

し
を
す
る
た
め
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

■ 
行
政
財
産
使
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

■ 

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

条
例
の
一
部
改
正

■ 

漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設

条
例
の
一
部
改
正

道
用
地
と
し
て
取
得
す
る
こ
と

に
伴
い
、
当
該
土
地
を
字
区
域

に
編
入
す
る
も
の
。

■ 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

規
約
の
変
更

　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
事

務
所
の
移
転
に
伴
い
、
つ
が
る

西
北
五
広
域
連
合
規
約
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
。

　

現
… 

五
所
川
原
市
役
所
北
棟

４
階

　

新
… 

つ
が
る
総
合
病
院
内
３

階

■ 

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
追
加
及
び
規

約
の
変
更

　

構
成
団
体
に
弘
前
地
区
消
防

事
務
組
合
を
追
加
す
る
も
の
。

条
例
改
正

　
平
成
二
十
五
年
第
四
回
定
例
会
が
、
十
一
月
二

十
九
日
か
ら
十
二
月
五
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
十
二
月
四
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
川
山

光
則
議
員
、
塚
本
悦
子
議
員
、
荒
関
富
雄
議
員
の

三
名
が
、
町
側
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
五
日
に
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
が

行
わ
れ
、
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
二
十
四
件
を
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
、

同
意
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
六
年
生
ま
で
拡
充
へ

第４回

定例会

11月29日～ 　
　　　12月５日

そ 

の 

他

人
事
案
件
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一度、町議会へ足を運んで、自分の目でご覧下さい

傍聴席は、

あなたの席です！！

中泊町議会　平成26年第１回定例会は、３月上旬です。

会議は公開されており、どなたでも議会の傍聴ができます。

平成25年第４回定例会の傍聴者は、64名でした。

皆さんの傍聴をお待ちしております。

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
八

号
　

予
算
総
額
を
五
八
八
八
万
円

追
加
す
る
も
の
。
主
な
補
正
額

（
歳
出
）は
次
の
と
お
り
。

□
総
務
費

◦ 

無
線
シ
ス
テ
ム
普
及
支
援
事

業
補
助
金

 

二
一
五
万
円

□
民
生
費

◦ 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
給
水
管

取
替
工
事
費

 

二
六
三
万
円

◦ 
障
害
者
福
祉
費
に
係
る
扶
助

費

 

五
九
五
万
円

◦ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

八
六
七
万
円

□
衛
生
費

◦ 

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

負
担
金

△
一
〇
六
五
万
円

□
土
木
費

◦ 

町
道
除
雪
業
務
委
託
料

二
千
万
円

□
消
防
費

◦ 

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
改

修
業
務
委
託
料

二
七
八
万
円

■ 
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
第
四
号

　

事
業
勘
定
の
予
算
総
額
を
五

四
万
六
千
円
追
加
す
る
も
の
。

補
正
し
た
主
な
歳
出
は
、
職
員

人
件
費
の
調
整
及
び
保
険
税
の

過
年
度
返
還
金
の
追
加
。

　

診
療
施
設
勘
定
の
予
算
総
額

を
一
一
四
万
九
千
円
追
加
す
る

も
の
。
補
正
し
た
主
な
歳
出
は
、

職
員
人
件
費
の
追
加
。

■ 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
三
号

　

予
算
総
額
を
三
〇
万
五
千
円

追
加
す
る
も
の
。
補
正
し
た
主

な
歳
出
は
、
職
員
人
件
費
の
追

加
。

■ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静

和
園
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
三
号

　

予
算
総
額
は
既
定
の
ま
ま
で

内
部
補
正
す
る
も
の
。
補
正
し

た
主
な
歳
出
は
、
臨
時
職
員
賃

金
及
び
需
用
費
の
追
加
。

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
第
一
号

　

予
算
総
額
を
三
六
〇
万
三
千

円
追
加
す
る
も
の
。
補
正
し
た

主
な
歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
等
を
調
整
。

■ 

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
三
号

　

補
正
予
定
額
を
四
七
万
円
追

加
す
る
も
の
。
主
な
支
出
予
定

は
、
職
員
人
件
費
の
追
加
。

補
正
予
算

給水管取り替え工事を行う福祉センター
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Q
　

知
人
が
、
小
泊
の
町
営
住

宅
の
入
居
募
集
が
あ
る
と
聞

き
、
小
泊
支
所
に
相
談
に
行

っ
た
が
、
間
も
な
く
募
集
は

始
ま
る
が
、
募
集
か
ら
受
け

付
け
が
何
週
間
か
あ
り
、
そ

の
後
希
望
者
が
２
人
以
上
あ

れ
ば
抽
せ
ん
と
な
る
と
言
わ

れ
た
。
知
人
は
現
在
入
居
し

て
い
る
大
家
に
早
く
出
て
く

だ
さ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
困
っ
た
と
、
私
の
ほ
う

に
相
談
が
あ
っ
た
。
旧
小
泊

村
時
代
は
住
民
の
代
表
で
つ

く
る
選
考
委
員
会
が
あ
っ
て
、

希
望
者
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度

選
考
委
員
会
を
開
き
、
適
格

か
ど
う
か
を
調
べ
て
、
す
ぐ

決
め
た
よ
う
に
私
は
記
憶
し

て
い
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
か

ら
変
わ
っ
た
の
か
。

A■三上
環
境
整
備
課
長

　

入
居
の
例
外
と
し
て
災
害

等
を
受
け
た
人
た
ち
は
当
然

募
集
な
し
で
入
れ
る
が
、
一

般
的
に
は
、
理
由
や
困
窮
度

等
を
審
査
す
る
。
大
抵
甲
乙

つ
け
が
た
い
困
窮
度
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
選
考
委
員
会
を

や
め
て
、
抽
せ
ん
に
し
て
い

る
。
合
併
後
は
、
小
泊
地
域

も
中
里
地
域
に
倣
っ
て
抽
せ

ん
を
行
い
入
居
者
を
決
定
し

て
い
る
。

Q
　

中
里
高
校
は
、
今
の
ま
ま

で
は
、
次
の
再
編
計
画
に
は

存
続
は
無
理
で
は
な
い
か
。

つ
が
る
市
や
五
所
川
原
市
か

ら
逆
に
中
里
高
校
に
入
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
高
校
づ
く

り
を
す
る
し
か
方
法
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。
当
局
の
考

え
は
。A■小野

町
長

　

県
で
は
、
平
成
三
十
年
度

か
ら
次
期
再
編
計
画
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
地

域
全
体
の
児
童
生
徒
数
が
著

し
く
減
少
し
て
い
る
中
、
再

び
校
舎
化
案
が
計
画
さ
れ
る

可
能
性
も
高
く
、
今
後
の
状

況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

将
来
も
単
独
校
と
し
て
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
入

学
者
数
の
確
保
が
重
要
と
な

る
が
、
武
田
中
里
高
校
線
の

バ
ス
の
運
行
な
ど
、
生
徒
の

通
学
手
段
確
保
を
行
う
と
と

も
に
、
教
育
委
員
会
や
町
内

中
学
校
な
ど
と
協
議
を
進
め
、

生
徒
や
父
兄
の
意
識
調
査
な

ど
も
行
い
な
が
ら
単
独
校
と

し
て
存
続
で
き
る
よ
う
対
策

を
検
討
し
、
引
き
続
き
努
力

し
た
い
。

川山光則議員

さわやか団地

武田・中高線バス

一
般
質
問

町営住宅の入居方法は
中里高校存続に向けた取り組み方は
・
・
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HPアドレス
http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm

パルナス・小泊支所・

すくすくしたまえ館のロビーにも

テレビ中継されています。

ぜひご利用ください。

一般質問は

インターネット・ライブ中継が

ご覧になれます。

Q
　

当
初
の
加
工
利
用
希
望
者

数
と
現
在
の
加
工
利
用
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
設
置
し
た
機
器
は
有

効
利
用
が
で
き
て
い
る
の
か
。

加
工
者
へ
の
技
術
指
導
者
を

必
要
と
し
な
い
の
か
、
施
設

利
用
者
の
声
は
ど
う
か
。
利

用
者
協
議
会
に
お
け
る
意
見

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

う
ま
く
と
れ
て
い
る
の
か
。

A■小野
町
長

　

野
菜
や
果
物
を
初
め
、
山

菜
、
漬
物
、
花
卉
の
ほ
か
、

各
種
総
菜
な
ど
順
調
な
売
れ

行
き
で
あ
り
、
旧
ピ
ュ
ア
と

は
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い

が
、
一
・
五
倍
か
ら
二
倍
の

売
り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
生
産
農
家
の
皆

様
の
努
力
と
協
力
の
た
ま
も

の
と
感
謝
し
て
い
る
。
加
工

施
設
に
つ
い
て
も
十
分
と
は

言
え
な
い
が
、
豆
腐
や
パ
ン
、

山
菜
加
工
な
ど
の
利
用
が
図

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は

冬
期
間
と
な
り
、
販
売
額
等

の
減
少
も
考
え
ら
れ
る
が
、

ピ
ュ
ア
の
運
営
に
つ
い
て
行

政
、
指
定
管
理
者
、
生
産
農

家
が
一
丸
と
な
っ
て
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
く
。

Q
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
は
、
東
京
渋
谷
区
で
は

一
歳
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で

全
額
助
成
で
あ
り
、
五
所
川

原
市
で
は
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
は
無
料
と
な
っ
た
。

ぜ
ひ
我
が
町
で
も
少
し
で
も

接
種
費
用
を
減
額
で
き
な
い

か
。A■小野

町
長

　

町
民
の
皆
さ
ん
全
て
に
対

し
て
助
成
す
る
こ
と
は
、
財

政
事
情
等
を
考
え
た
と
き
、

難
し
い
と
思
う
が
、
ゼ
ロ
歳

か
ら
中
学
生
ま
で
の
助
成
に

つ
い
て
は
集
団
で
の
感
染
防

止
や
子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
な
ど
か
ら
検
討

し
た
い
。

品揃え豊富なピュア店内の様子

塚本悦子議員

ピュアの現状と今後の課題は
子どもにもインフルエンザ接種助成を
・
・
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い
と
思
う
。
当
局
の
考
え
は
。

A■小野
町
長

　

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
九

月
十
二
日
に
十
三
湖
土
地
改

良
区
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
席
で
、
私

は
地
権
者
の
工
事
に
対
す
る

同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
町
と
し

て
予
算
化
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
い
る
。
な
お
、
調
査
計

画
の
同
意
に
つ
い
て
は
今
現

在
九
十
三
・
四
％
の
同
意
を

得
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

二
十
六
年
度
は
国
費
が
百
％

で
調
査
計
画
を
実
施
す
る
旨

伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
営

事
業
に
よ
る
芦
野
頭
首
工
全

面
改
築
工
事
が
平
成
二
十
七

年
度
か
ら
平
成
三
十
四
年
度

ま
で
の
計
画
と
し
て
実
施
さ

れ
る
。
本
事
業
は
本
町
農
業

の
基
盤
強
化
の
た
め
、
重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思

っ
て
い
る
。
工
事
の
同
意
が

得
ら
れ
、
平
成
二
十
七
年
度

国
営
事
業
と
同
時
着
工
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

画
を
町
で
立
て
て
、
県
、
国

と
協
議
す
べ
き
と
思
う
が
、

当
局
の
考
え
は
。

A■秋元
副
町
長

　

町
と
し
て
、
将
来
的
に
は

商
業
地
、
宅
地
と
し
て
優
良

な
土
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
土
地
利
用
計
画
で
は
計

画
地
域
に
し
て
い
る
。
白
地

に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
土

地
利
用
計
画
の
上
位
計
画
と

し
て
農
業
振
興
地
域
の
法
律

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ク
リ

ア
し
な
い
と
白
地
に
で
き
な

い
。Q

　

十
三
湖
土
地
改
良
区
で
は

区
画
整
理
の
計
画
が
あ
る
。

受
益
者
の
賛
同
を
得
て
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
地

元
負
担
の
二
十
五
％
の
中
に

自
治
体
の
持
ち
出
し
二
十
％

が
あ
る
。
町
が
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
を
支
援
す
る
の
だ

と
い
う
積
極
的
な
姿
が
な
け

れ
ば
、
前
に
進
ん
で
い
か
な

関
と
の
連
絡
を
密
に
し
た
い
。

Q
　

パ
ル
ナ
ス
の
通
り
は
、
今

後
車
力
線
の
新
大
橋
が
つ
な

が
っ
た
際
に
は
、
中
心
街
的

な
形
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
な
い
か
思
う
。
農
業

振
興
地
域
の
網
が
か
か
っ
て

い
れ
ば
簡
単
に
は
転
用
で
き

な
い
の
で
、
白
地
に
で
き
る

も
の
で
あ
れ
ば
そ
う
い
う
計

確
な
も
の
が
入
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
か

ら
当
町
の
実
態
に
当
て
は
め

て
考
え
る
と
、
当
町
農
業
の

大
転
換
期
に
な
る
も
の
と
思

っ
て
い
る
。
農
家
の
皆
様
は

そ
の
こ
と
に
大
き
な
不
安
を

感
じ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

払
拭
す
る
よ
う
努
め
る
。
そ

の
た
め
に
は
県
、
国
か
ら
早

急
に
情
報
を
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
関
係
機

Q
　

戸
別
補
償
制
度
も
か
つ
て

は
一
万
五
千
円
で
あ
っ
た
の

が
今
新
聞
報
道
等
に
よ
る
と

半
額
と
。
農
地
の
集
約
化
に

つ
い
て
は
、
県
で
公
社
が
あ

っ
た
も
の
を
中
間
管
理
機
構

の
新
設
な
ど
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問

題
、
い
ろ
い
ろ
制
度
の
変
化

が
あ
る
が
、
農
家
に
対
し
て

い
つ
ご
ろ
、
情
報
提
供
を
す

る
の
か
。

A■小野
町
長

　

正
式
に
国
及
び
県
か
ら
説

明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
事
情

が
あ
る
。
恐
ら
く
県
で
も
的 荒関富雄議員

パルナス通り

町の産業振興の取り組み方は
パ ル ナ ス 通 り を 中 心 街 に
土地改良事業への町の支援は

・
・
・
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■ 

町
有
地
の
処
分
つ
い
て

・
土
地
の
所
在

　

 

中
泊
町
尾
別
字
小
谷
二
十

六
番
地
一

・
面
積 

　

七
三
三
三
㎡

・
契
約
金
額

　

一
八
〇
〇
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

社
会
福
祉
法
人
向
明
会

　
　

理
事
長　

加
賀
田
幸
一

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
七

号
　

小
泊
小
学
校
校
舎
雨
漏
防

水
工
事
費
と
し
て
一
〇
九
万

円
追
加
す
る
も
の
。

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
六

号
　

中
央
公
民
館
ト
イ
レ
汚
水

管
取
替
工
事
費
と
し
て
一
一

六
万
円
追
加
す
る
も
の
。

〈案　件〉

　◦ 平成25年第４回中泊町議会定例会会期日程
について

　◦提出議案について
　◦新規に受理した陳情等の取り扱いについて
　◦その他

旧
尾
別
小
グ
ラ
ン
ド
を
払
下
げ

　
平
成
二
十
五
年
第
五

回
臨
時
会
が
、
十
一
月

七
日
に
開
か
れ
、
議
案

三
件
が
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。財

産
処
分

補
正
予
算

第５回臨時会

11月７日

中央公民館

議会運営委員会
（兵庫桂蔵 委員長） 11月22日 ㈮
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３
日　

西
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
協
議
会

８
日　

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
定
例
会

28
日　

 
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
議
長
・
事
務
局
長
研
修

会

７
日　

第
五
回
臨
時
会

８
日　

知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会

13
日　

第
五
十
七
回
全
国
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会

14
日　

第
五
十
七
回
全
国
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会

15
日　

第
五
十
七
回
全
国
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会

20
日　

道
州
制
に
関
す
る
議
員
研
修
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

高
規
格
道
路
建
設
決
起
大
会

25
日　

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
事
務
組
合
定
例
会

26
日　

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

28
日　

町
善
行
功
労
者
表
彰
式

29
日　

第
四
回
定
例
会
開
会
日

４
日　

定
例
会
一
般
質
問

５
日　

単
行
案
審
議
・
採
決
・
閉
会

26
日　

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
定
例
会

　

十
一
月
二
十
六
日
㈫
に
、

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
午
後
二
時
に
西

和
賀
町
役
場
沢
内
庁
舎
に
て
、

西
和
賀
町
議
会
議
長
佐
々
木

正
裕
氏
、
事
務
局
長
深
沢
千

里
氏
の
出
迎
え
を
受
け
、
三

階
議
員
控
え
室
に
て
、
研
修

を
受
け
ま
し
た
。

　

最
初
に
西
和
賀
町
議
会
議

長
よ
り
挨
拶
を
受
け
、
当
町

議
会
議
長
も
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

研
修
事
項
は
、
①
住
民
の

声
を
聞
く
会
、
②
総
括
会
議

に
つ
い
て
の
２
点
で
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
付
随
し
、

議
会
基
本
条
例
制
定
の
経
緯

や
、
西
和
賀
町
議
会
の
概
要

に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
応
答
に
移

り
、
各
委
員
か
ら
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
礼
の
挨
拶
を

議
会
運
営
委
員
長
が
行
い
、

視
察
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。

12 月 10 月11　月

議会運営委員会研修の様子

議会運営委員会視察研修

活 動 報 告

11月26日

～岩手県西和賀町議会にて～
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